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緊急地震速報による地震動の予測方法 

計測震度および最大加速度の予測 

深さ：D 

震源距離：X 

マグニチュード：M 

距離減衰式  （M、X、D） → （PGVi） 

基盤の最大速度（PGVi） 

地表の最大速度（PGV） 

PGV=ARVi×PGVi 

地盤増幅度：ARVi 

地表の計測震度（Is） 

関係式  （PGV） → （Is） 

 関係式 （Is） → （PGA） 

地表の最大加速度（PGA） 

一般に気象庁推奨の 
地盤増幅度を利用 



気象庁地盤増幅度について 

松岡・翠川（1994）※に基づき算定 

※松岡・翠川（1994）：国土数値情報とサイスミックマイクロゾーニング、第22回地盤震動シンポジウム、日本建築学会 
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気象庁地盤増幅度の例 

国土数値情報を基に 
約１kmメッシュの地盤情報 
 ■ 微地形分類（１３微地形） 
 ■ 標高：H（m） 
 ■ 主要河川からの距離：D（km） 

地下30mまでの平均Ｓ波速度 
AVS（m/s） 

Log(AVS)=ai+biLog(H)+ciLog(D) 
（ai,bi,ci：微地形ごとの係数） 

地表～地下30mまでの増幅度 
（Ｓ波速度600m/sの地盤を基準） 

ARV 

Log(ARV)=1.83-0.66Log(AVS) 

地盤増幅度は地盤のＳ波速度と相関あり。 
国土数値情報から任意地点の地盤Ｓ波速度推定。 



地盤増幅率の算定 

実測した地震動を基にして地盤増幅度を最適化 

実測地盤増幅度 
ＡＲＶｏｂｓ＝ＰＧＶｏｂｓ／ＰＧＶｉｃａｌ 

使用した地震データの平均値 

地表実測加速度 ＰＧＡｏｂｓ 

地表換算実測震度 Ｉｓｏｂｓ 

換算式（鉄道総研） 

地表換算実測速度 ＰＧＶｏｂｓ 

関係式（気象庁） 

震源情報  （Ｍ，Ｄ，Ｘ） 

基盤計算速度 ＰＧＶｉｃａｌ 

距離減衰式（気象庁） 



地盤増幅率の試算例 

使用した地震データ（７０地震） 

136˚ 137˚ 138˚ 139˚ 140˚ 141˚ 142˚ 143˚ 144˚ 145˚
33˚

34˚

35˚

36˚

37˚

38˚

39˚

40˚

M8.0-M9.0

M7.0-M8.0

M6.0-M7.0

M5.0-M6.0

M3.0-M5.0

1回

3回

26回

27回

13回

2011年3月9日～4月26日 



地盤増幅率の試算例 

関東の６地震観測点での試算例 
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実測加速度（ガル） 
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実測加速度（ガル） 

今般の大地震および余震で各地震観測点において貴重なデータが蓄積 

地震動予測精度向上に向けて有効活用を期待 
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